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日本製粉(株) 第 1 四半期の連結業績および通期連結業績予想 
 

日本製粉(株)(社長 近藤雅之)の平成29年3月期第1四半期の連結業績は、売上高784億円(前年同期比103.1%)、

営業利益 28 億円(同 133.3%)、経常利益 35 億円(同 119.9%)、親会社株主に帰属する四半期純利益 27 億円(同

127.7%)となりました。 
 

＜ 連結業績の概要 ＞                              (％表示は対前年同四半期比率) 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

 

平成29年3月期第1四半期 

平成28年3月期第1四半期 

百万円 

78,459 
76,118 

％ 

103.1 
103.0 

百万円 

2,818 
2,113 

％ 

133.3 
96.3 

百万円 

3,535 
2,948 

％ 

119.9 
110.4 

百万円 

2,708 
2,120 

％ 

127.7 
118.4 

 

＜ 連結業績のポイント ～ 増収増益 ＞ 

● 売上高は、製粉事業、食品事業ともに販売拡大により増収 

● 利益面では、販売の拡大と全事業分野にわたるコスト削減効果により、製粉・食品・その他事業がいずれも増益 
 
＜ 連結業績の概況 ～ グループ全体の事業基盤の強化を推進 ＞ 

当第1四半期におけるわが国経済は、雇用環境に改善傾向が見られるものの、可処分所得の伸び悩みから個人消費は力

強さを欠く状況が続きました。新興国諸国における経済成長の鈍化や英国のEU離脱問題による影響などの懸念材料もあ

り、景気の動向は依然として先行き不透明な状況が続いています。 

このような状況の中、当社グループはお客様の多様化するニーズに柔軟かつ迅速に対応できるよう日々取り組んでま

いりました。今年度においても、これまでの基本施策を踏襲した単年度の経営基盤強化方針の下、コスト削減と販売の

拡大に努めるとともに、グループ全体の事業基盤の強化を進めております。本年4月には、当社グループのニップンドー

ナツホールディングス(株)がドーナツショップ等を展開する大和フーヅ(株)の全株式を取得したことにより、大和フー

ヅ(株)が当社の連結子会社となりました。 

なお、当社は「千駄ヶ谷五丁目北地区第一種市街地再開発事業」に伴い、現本社所在地に三菱地所(株)と共同でオフ

ィスビル（地上16階/地下2階 延べ面積 約43,600㎡）を建設、千代田区麹町に本社ビルを新築のうえ、本年8月に移転す

る予定であります。これを機に、さらなる成長を目指して経営課題に取り組んでまいります。 

以上により、当第1四半期の売上高は、製粉事業、食品事業の販売拡大により前年同期比で23億円の増収となり、営

業利益は製粉・食品・その他各事業がいずれも前年同期を上回り7億円の増益、経常利益は5億円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は5億円の増益となりました。 
 

＜ 連結業績予想 ＞                      (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期比率) 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 
 

平成29年3月期 

第2四半期(累計) 

通   期 

百万円 

160,000 
320,000 

％ 

103.1 
102.7 

百万円 

5,000 
11,100 

％ 

99.3 
100.1 

百万円 

6,000 
12,500 

％ 

100.7 
98.7 

百万円 

3,800 
8,100 

％ 

94.6 
98.5 

 

 
平成29年3月期の連結業績予想につきましては、本年5月13日に公表いたしました予想数値から変更はありません。 

また、配当金につきましては、前期末の記念配当2円を普通配当に織り込む予定です。 

以 上 
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